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第 1２回 ハクチョウのまちフォトコンテスト

≪小湊のハクチョウおよびその渡来地部門≫

➢フリーの部【最優秀賞】

タイトル 雪氷に舞う

撮影者
藤川 郁子

青森市
ふじかわ いくこ

コンセプト
元旦の大雪警報の翌日。青空の下で雪氷の上を飛ぶ白鳥が気持ち

よさそうでした。私も楽しかった。
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≪小湊のハクチョウおよびその渡来地部門)≫

➢フリーの部【優秀賞】

➢フリーの部【入選】

➢フリーの部【入選】

タイトル ただ今、松島上空飛行中

撮影者
工藤 敏博

青森市
くどう としひろ

コンセプト
10年越しの念願である、ハク

チョウが朝日をバックに松島の

上を飛んでいる場面を撮影する

ことができました。

タイトル 黄金の海原で

撮影者
堤 彰

青森市
つつみ あきら

コンセプト
朝陽が出たタイミングで撮影し

ました。黄金に輝く中で見せて

くれた様はとても美しい。

タイトル 朝の一コマ

撮影者
佐藤 俊輔

平川市
さとう しゅんすけ

コンセプト
朝日と穏やかの海に揺蕩う白鳥

とカモを撮影。
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≪小湊のハクチョウおよびその渡来地部門)≫

➢フリーの部【佳作】

➢フリーの部【佳作】

➢フリーの部【教育長特別賞（面白タイトル賞）】

タイトル おやすみなさ～い

撮影者
宿野部 守恵子

平内町
しゅくのべ すえこ

コンセプト
会社帰りの1枚。17:30頃あ

たりは真っ暗。肌を寄せ合い眠

っていました。

タイトル あーつかれたな

撮影者
佐々木 麻蒼

平内町
ささき あお

コンセプト
ポーズが疲れてそうだったの

で、この題名にしました。

タイトル 明日はきっといい日になる

撮影者
佐々木 美幸

平内町
ささき みゆき

コンセプト
2羽の白鳥が揃って夕日を見て

る姿が素敵でした。
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≪町外にいるハクチョウ部門)≫

➢フリーの部【優秀賞】

➢フリーの部【入選】

➢フリーの部【入選】

タイトル 光の翼

撮影者
宇野 尚司

弘前市
うの しょうじ

コンセプト
昇りくる日が描く、命の軌跡と

静寂の瞬間を流し撮りで光の軌

跡として表現しました。

タイトル 玲瓏

撮影者
鹿野 芳之

宮城県
かの よしゆき

コンセプト
白鳥の飛び立つ際の勢いのある

蹴りだし、瞬発力を表現した作

品です。水面ギリギリのアング

ルで朝日を浴びた水滴が虹色に

輝く様子、水滴の量にて美しい

中にも力強さを感じさせる作品

です。

タイトル ねぐらに帰還

撮影者
金枝 敬一

弘前市
かねえだ けいいち

コンセプト
親子で午後４時頃夕日が沈んだ

頃にねぐらに帰ってきました。
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≪町外にいるハクチョウ部門)≫

➢フリーの部【佳作】

➢フリーの部【佳作】

タイトル テイクオフ

撮影者
安食 拓海

山形県
あじき たくみ

コンセプト
子供の頃、冬になると父親に連

れられ度々訪れたハクチョウの

いるため池。大人になった今、私

は1人で足を運び写真を撮って

います。思い出の場所で父親が

好きそうな写真が撮れました。

タイトル 白鳥の舞

撮影者
秋葉 宏幸

宮城県
あきば ひろゆき

コンセプト
白鳥の羽ばたきが華麗でした。
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≪平内町又は町外（撮影地問わず）部門)≫

➢キッズ（小学校６年生まで）の部【優秀賞】

➢キッズ（小学校６年生まで）の部【入選】

➢キッズ（小学校６年生まで）の部【入選】

タイトル 緑の首輪つけてもらったよ、

素敵でしょ

撮影者
飯田 慶亮

青森市
いいだ けいすけ

コンセプト
白鳥の首に付けていた緑の首輪

を自慢しているような姿がとて

もかわいかった。

タイトル 水上ウォーク

撮影者
佐々木 咲来

平内町
ささき さら

コンセプト
まるで水の上を歩いているよう

に見えました。

タイトル 空に届く背伸び

撮影者
佐々木 那瑠

平内町
ささき なる

コンセプト
空に届きそうなくらい首も羽も

いっぱい伸ばしていました。
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≪小湊のハクチョウおよびその渡来地部門)≫

➢SNSの部【優秀賞】

➢SNSの部【入選】

➢SNSの部【入選】

タイトル 朝靄の中で

制作者
アカウント名

karuzaim

ニックネーム

karuzaimu

コメント
毛嵐と朝焼けがキレイな朝でし

た。

タイトル 厳寒の朝

制作者
アカウント名

kei._.428

ニックネーム

けいご

コメント
なし

タイトル 見つめる先に

制作者
アカウント名

aru__san2

ニックネーム

ある

コメント
私が青森県出身ながら一度も訪

れたことがなかった、初めての

浅所海岸（平内町）。白鳥の止ま

ない鳴き声と青森の刺さるよう

な寒さは、どこか寂しさを感じ

ました。この写真は、極寒の中、

ただ一点を見つめる白鳥を捉え

ました。何かを伝えたそうな表

情、春を今か今かと待っている

ような表情にも見えました。


